
●平成25年度新成人の集い　…2面
●市営有料駐輪場の定期使用者募集

　　　　  　 …3面
●市川市人事行政運営などの状況

…4-5面
●こども館のイベント　　　    …6面
●12月3日（火）〜9日（月）は障害者

週間「I♥あいフェスタ」にお越し
ください　　　　　　　　  …7面

●ISG国府台 冬の健康教室    …8面

市内において駐車場内に５㎡以上の緑化施設を
設ける方。

対象となる経費（植栽種別） 基準助成額
１． 芝・タマリュウなどの地被類 １，０００円/㎡
2． 地被類と保護材（緑化率３０％以上） １０，０００円/㎡

対象となる経費（植栽種別） 基準助成額
1． 低木植栽　高さ＝１m未満 １，０００円/本
2． 中木植栽　高さ＝１m以上～３m未満 ４，０００円/本
3． 高木植栽　高さ＝３m以上 １５，０００円/本

助成金額は、駐車場面積
に右記の表の区分（植栽種
別）により算定した額の合
計、または助成対象経費

（申請者の見積額）の総額
に２分の１を乗じて得た額
のいずれか小さい額です。

（上限５０万円）

助成の回数 １敷地に対して１回限り。

期　限 申請時に未着工で同一年度内に完了する。

※緑化施設の整備後、５年間は良好な状態で管理する。

緑
化
助
成
制
度
を
活
用
し
、駐
車
場
を
緑
化
し
ま
し
ょ
う

助成対象者

助成条件

助成金額及び助成対象経費
注意【対象となる経費の植栽種別について】
○建築敷地内の駐車場（戸建住宅・共同住宅な

ど）の緑化は、表1のみ対象とする。
○建築敷地に含まれない区域内の駐車場（駐車場

のみに供されている土地）の緑化は、表1・2を対
象とする。

※他にも、助成を受けるための条件などがあります
ので、詳しくはお問い合わせください。

  　駐車場緑化モデル整備
　市では、潤いのある緑豊かなまちづくりの一環として、駐車場
の緑化を進めており、駐車場緑化がどのようなものなのか知っ
ていただくため、市役所の駐車場の一部（３台分）をモデル整備
しました。
　このモデル整備では、緑化材としてタマリュウと芝を使用し、
これら緑化材の保護材としてコンクリートブロック（２台分）とプラ
スチック製パネル（１台分）を使用しています。
　日頃から目に付きやすい身近な場所を緑化することで、地域
に潤いを与えるだけでなく、ヒートアイランド現象の緩和などの
効果も期待できます。
　そこで、緑化助成制度（生垣づくり・屋上の緑化・花壇の設
置）が今年から拡大され、駐車場緑化助成制度が始まっていま
す。これから駐車場な
どの緑化を考えてい
る方は、ぜひ参考に
してみてはいかがで
しょうか。

☎332-8774
みどり整備課

表1

表2

▲市役所の駐車場（東京寄りの信号機そば）
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持
つ
だ
け
で
良
い
の
で
す
。こ
の
機

会
に
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問

題
と
受
け
止
め
、お
互
い
の
人
権
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
特
設
］人
権
相
談
窓
口
の
開
設　

12
月
11
日（
水
）午
後
１
時
～
３

時
30
分総

合
市
民
相
談
課

内
い
じ
め
、親
子
・
夫
婦
・
扶
養
・
相

続
な
ど
の
家
庭
問
題
、借
地・借
家・

名
誉・信
用・差
別・い
や
が
ら
せ
、相

隣
関
係
な
ど
心
配
ご
と
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
の
相
談
を
、弁
護
士

委
員
も
含
む
市
人
権
擁
護
委
員
が

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
秘
密
厳
守

で
お
受
け
し
、解
決
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同

参
画
課

♦
♦
♦

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収

市
で
は
、「
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里

帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
賛
同
し
、家

庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
プ
リ
ン

タ
ー
用
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

回
収
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
、リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

回
収
品
目　

里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
画
企
業
６
社（
ブ
ラ
ザ
ー
、キ
ヤ
ノ

ン
、デ
ル
、セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
、日
本

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト・パ
ッ
カ
ー
ド
、レ
ッ
ク
ス

マ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）の
使

用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

☎
３
２
０・３
９
７
１
循
環
型
社

会
推
進
課

満
足
度
な
ど
を
総
合
的
に
調
査
す

る
た
め
、統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

10
月
に
実
施
し
た
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯

の一
部☎７

０
４・０
０
６
４
住
環
境
整

備
課

♦
♦
♦

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
・こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん

は
、蔵
書
点
検
の
た
め
11
月
25
日

（
月
）～
12
月
６
日（
金
）休
館
し
ま

す
。そ
の
他
の
図
書
館
は
、通
常
通

り
開
館
。千
葉
商
科
大
学
付
属
図

書
館
で
の
市
立
図
書
館
の
リ
ク
エ
ス

ト
資
料
の
受
け
取
り
は
休
止
。

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

♦
♦
♦

証
明
書
自
動
交
付
機
の
廃
止
及
び
休
止

▽
廃
止
＝
12
月
26
日（
木
）

Ｊ
Ｒ
本
八
幡
、ダ
イ
エ
ー
市
川
店
、

ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
、塩
浜
市
民

体
育
館

▽
休
止
＝
機
器
の
入
れ
替
え
作
業

の
た
め
、12
月
26
日（
木
）は
左
記
の

時
間
休
止
①
行
徳
支
所
、市
川
駅

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
＝
午
後
１

時
ま
で
②
大
柏
出
張
所
、南
行
徳

市
民
セ
ン
タ
ー
＝
午
後
６
時
ま
で

③
市
役
所
＝
終
日
休
止
※
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、通
常
ど
お
り

利
用
可
。

☎
３
９
３・６
５
２
１
情
報
シ
ス
テ

ム
課

♦
♦
♦

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

12
月
４
日（
水
）～
10
日（
火
）は
人

権
週
間
で
す
。人
権
は
、人
が
人
と

し
て
生
き
る
た
め
に
当
然
な
、誰
も

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権

利
で
す
。し
か
し
、私
た
ち
の
周
り
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
が
あ
り

ま
す
。例
え
ば
、保
護
者
か
ら
の
虐

待
で
子
ど
も
の
成
長
が
脅
か
さ
れ

る
、学
校
な
ど
で
の
い
じ
め
問
題
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
で
心
や
身

体
に
深
い
傷
を
受
け
る
こ
と
な
ど
で

す
。人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、難

し
い
こ
と
で
も
特
別
な
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。自
分
自
身
を
大
切
に
す

る
よ
う
に
、相
手
の
立
場
に
立
ち
、

人
に
対
し
て
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

行
可
能
な
法
定
外
公
共
物
へ
通
り

抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
築
造
す
る
③

敷
地
面
積
は
、敷
地
延
長
部
分
を

除
い
て
１
６
５
㎡
以
上
と
、敷
地
延

長
部
分
の
長
さ
は
20
ｍ
以
内
と
す

る
。☎

３
３
２・１
４
１
６
開
発
指
導
課

♦
♦
♦

P
M
２・５
に
関
す
る
お
知
ら
せ

Ｐ
Ｍ
２・５（
微
小
粒
子
状
物
質
）は

大
気
中
の
非
常
に
小
さ
な
粒
子
状

の
物
質
で
、健
康
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。例
年
、11
月
か
ら

３
月
ご
ろ
に
か
け
て
濃
度
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。県
及
び
市

で
は
、国
が
示
す
指
針
値（
１
日
の

平
均
値
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
70
マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム

）を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
日

は
、午
前
９
時
ご
ろ
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
、メ
ー
ル
情
報
サ
ー
ビ
ス
、防

災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。☎３

２
０・３
９
７
７
環
境
保
全
課

♦
♦
♦

住
生
活
総
合
調
査
を
実
施
し
ま
す

居
住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般

に
関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向・

◆
社
会
福
祉
審
議
会
障
害
者
福
祉

専
門
分
科
会

11
月
27
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
／
市
川
教
育
会
館（
南

八
幡
１
の
10
の
19
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

市
街
化
調
整
区
域
の
基
準
の
制
定

50
戸
連
た
ん
制
度
に
よ
り
、市
で
は

従
来
、市
街
化
調
整
区
域
で
の
新

た
な
道
路
の
築
造
を
認
め
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、平
成
26
年
１
月
１
日

か
ら
左
記
の
区
域
で
一
定
の
条
件
を

付
加
し
た
上
で
道
路
の
築
造
を
認

め
ま
す
。そ
れ
以
外
で
の
許
可
基
準

は
、従
来
ど
お
り
で
す
。

区
域
＝
曽
谷
６
丁
目
、東
国
分
１

丁
目

条
件
＝
①
開
発
道
路
の
幅
員
は
６

ｍ
以
上
と
し
、そ
の
道
路
境
界
線
か

ら
２
ｍ
後
退
し
て
建
築
物
を
築
造

す
る
。ま
た
法
定
外
公
共
物（
水

路・赤
道
）に
接
す
る
場
合
に
は
、中

心
線
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
後
退
し
て
建

築
物
を
築
造
す
る
。（
こ
れ
ら
の
後

退
部
分
は
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
を

行
う
）②
開
発
道
路
は
、幅
員
６
ｍ

以
上
の
公
道
か
ら
、公
道
ま
た
は
歩

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
介
護
保
険
地
域
運
営
委
員
会

11
月
20
日（
水
）午
後
１
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
分
前
か
ら
）～
３

時
／
ア
イ・リ
ン
ク
ホ
ー
ル
／
10
人

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

◆
景
観
審
議
会

11
月
26
日（
火
）午
前
10
時（
受
け

付
け
は
15
分
前
か
ら
）～
正
午
／

第
１
委
員
会
室
／
５
人

（
都
市
計
画
課
景
観
担
当
室
）

暮らし

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
2 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日

8：50～17：00
（受け付け16：30まで）

民事に関する一般的な相談・
市政案内<市民相談員>出張

市民相談
南行徳市民談話室 
２０（金)

10：00～16：30
（受け付け

　9：30～16：00）

法
律
相
談
予
約
制

弁護士
（平日）

市役所 ６（金）、１３（金）、１８（水）、
２０（金）、２４（火）、２７（金）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談。<弁
護士><認定司法書士>
※予約制（市役所総合市民
相談課☎334-1002）

行徳支所 ６（金）、１３（金）、２７（金）
土曜弁護士 市役所 7（土）

司法書士
（夜間）

市役所 ４（水）、１１（水）、１８（水）、
２５（水） 17：30～20：00
行徳支所 11（水）、２5（水）

土曜司法書士 市役所 21（土） 13：00～15：30

行政書士
市役所 10（火） 13：00～17：00

（受け付け16：30まで）

相続手続、贈与、成年後見、契約書、
官公署提出書類作成、外国人の在
留等に関する申請など<行政書士>行徳支所 17（火）

行政
市役所 25（水） 13：00～15：00

（受け付け14：30まで）
国、特殊法人などへの苦情や要望
<行政相談委員>行徳支所 2（月）

登記 市役所 4（水） 13：00～16：00
（受け付け15：30まで）

不動産登記、会社登記、境界問題
など〈司法書士・土地家屋調査士〉行徳支所 18（水）

不動産
取引

市役所 2（月）、9（月） 13：00～16：00
（受け付け15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸などのト
ラブル〈宅地建物取引主任者〉行徳支所 16（月）

税金
予約制

市役所 16（月） 13：00～16：00 相続、贈与、売買など
税の相談〈税理士〉行徳支所 9（月）

交通事故
予約制

市役所 12（木）、26（木） 10：00～15：00 示談や損害賠償の方法
〈県交通事故相談員〉行徳支所 未実施

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第２・４土曜日は電話相談のみ） 

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん〈消費生活相談員〉

消費生活センター☎３３４-０９９９

行徳支所 第２・４火曜日 10：00～12：00
13：00～16：00

行徳支所市民相談室☎359-1121
多重債務
予約制

消費生活センター １2（木）、２6（木）
13：00～16：00 多重債務に関する相談〈弁護士〉※予

約制（消費生活センター☎334-0999）行徳支所 未実施

人権擁護
市役所 11（水） 13：00～16：00

（受け付け15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがらせなど
の悩み〈人権擁護委員、弁護士〉男女共同参画課☎３２２-６７００

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 10：00～17：15 建築にかかわる民事的な相談

〈建築行政相談員〉建築指導課☎３３４-１４３４

建築紛争
市役所 原則水曜日（要問い合
わせ） 9：00～17：00 中高層建築物の建築に伴っ

て生ずる日照阻害、電波障
害、騒音、振動など開発指導課☎70４-027６

労働
予約優先

市役所 4（水）、18（水） 18：00～20：00 労働上のトラブルに関する相談
〈社会保険労務士〉雇用労政課☎704-4131※18：00以降電話334-1111

年金
市役所 24（火） 13：00～16：30

（受け付け16：00まで）各種公的年金について
〈社会保険労務士会〉行徳支所 12（木）

国民年金課☎３３４-１１２７
住宅リフォーム
予約優先

市役所 10（火）、２4（火） 13：00～16：00 増改築、修繕など〈市川住宅リ
フォーム相談協議会相談員〉住環境整備課☎704-0064

心配ごと
八幡市民談話室 2（月）、16（月） 10：00～15：00

（13：00からは
弁護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこと
など〈民生委員児童委員〉社会福祉協議会☎３２０-４００１

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

12

　12月２日（月）は、国民健康保険
税第５期の納期です。インターネッ
トやコンビニエンスストアでも納め
られます。

（国民健康保険課）

税の納期の確認を

ご寄付いただき、ありがとうございました。
ふるさと納税［9月分・敬称略］

【金員】◎前川悠樹（１０,０００円）◎湊
好男（１０,０００円）◎英会話サークルＴＥ
Ｓ（３０,０００円）◎岡田大輔（１０,０００
円）◎越後岳士（１０,０００円）◎蓮沼行人

（１００,０００円）◎牧野弘和（１０,０００
円）◎青山結希（１０,０００円）◎川瀬恭

（１２０,０００円／高齢者・障害者及び児
童などの社会福祉を推進する事業へ）

善
意
の
花
園

新成人の集い
平成２５年度

　成人としての門出を一緒にお祝いしましょう。サプライズ企画や
先生方からのビデオレターなど、さまざまな催しを行います。当日は、
案内状（１１月２８日（木）に発送）をご持参ください。

平成２６年１月１２日（日）午前
１０時～午後１時

文化会館　
内式典会場

午前１１時～午後0時３０分／
１階大ホール／オープニング公
演・サプライズ企画
式典ライブ中継会場
午前１０時～午後１時／２階小ホール／式典の模様をライブ中継
ビデオレター会場
午前１０時～午後１時／地下１階大会議室・展示室／小、中学校
卒業当時の先生方からのビデオレターを放映
茶席体験会場
午前１０時～午後0時４０分（先着順）／４階茶華道室
着付け直し会場　午前１０時～午後１時／４階和室
平成５年４月２日～平成６年４月１日までに生まれた方

※会場及び周辺に駐車場はありません。車での来場はご遠慮ください。
☎３２０-３３４３社会教育課
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勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館

先
着
10
人

２
５
０
円

☎
３
９
３・３
２
１
５
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

♦
♦
♦

は
じ
め
よ
う
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
協
働
事
業
提
案
制
度
）

市
民
全
体
の
パ
ソ
コ
ン
普
及
を
目
指

し
、パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
中
で
も
、は

じ
め
て
と
い
う
方
を
対
象
に
講
座

を
行
い
ま
す
。

〈
１
日
目
〉Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
７
の
方

＝
11
月
25
日（
月
）、Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ

８
の
方
＝
11
月
26
日（
火
）〈
２
日

目
〉共
通
＝
11
月
27
日（
水
）、い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
４
時

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン

タ
ー７

人
３
，０
５
０
円（
教
材
代
１
，０
５
０

円
を
含
む
）

☎
３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

 

募
集

♦
♦
♦

12
月・１
月
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
診
断
、補

強
方
法
に
つ
い
て
、専
門
の
建
築
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
３
日（
火
）・
平
成
26
年

１
月
14
日（
火
）／
市
民
会
館
、12

月
14
日（
土
）・平
成
26
年
１
月
25
日

（
土
）／
中
央
公
民
館
、い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
４
時（
１
人
１
時
間

程
度
）

10
人

相
談
会
開
設
日
の
４
日
前
ま
で

に
☎
７
０
４・０
２
７
４
建
築
指
導

課♦♦
♦

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
洋
服
の
作
製
」

不
用
の
洋
服
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ペ
イ

ン
ト
を
し
ま
す
。

12
月
１
日（
日
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

♦
♦
♦

防
災
ウ
ォ
ー
ク
＆
防
災
体
験
ツ
ア
ー

市
内
の
防
災
施
設
を
歩
き
な
が
ら

巡
り
、災
害
の
備
え
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。約
９
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。県
西

部
防
災
セ
ン
タ
ー
で
体
験
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

ア
イ・リ
ン
ク
タ
ウ
ン
集
合

（
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
）→
千
葉
商
科
大
学

→
じ
ゅ
ん
菜
池
緑
地
→
堀
之
内
貝

塚
→
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー（
昼
食・

防
災
体
験
ツ
ア
ー
）→
戸
定
が
丘
歴

史
公
園（
現
地
解
散
）

12
月
７
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
３
時

先
着
50
人

３
０
０
円

11
月
29
日（
金
）ま
で
に
☎
３
２
６・ 

１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

♦
♦
♦

は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
初
歩
か
ら
学
習

し
、利
便
性
と
共
に
危
険
性
も
学

び
ま
す
。

12
月
10
日（
火
）、13
日（
金
）、17
日

（
火
）、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

行
徳
公
民
館

16
人
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６

面
上
段
参
照
）を
書
き
、11
月
22

日（
金
）必
着
で
行
徳
公
民
館

（
〒
２
７
２
・０
１
２
１
末
広
１
の
１

の
31
）

☎
３
５
６・０
７
６
３
同
館

♦
♦
♦

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
の

「
特
別
講
演
会・環
境
落
語
」

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で

す
。地
球
温
暖
化
は
、地
球
規
模
の

問
題
で
す
が
、そ
の
対
策
に
は
、私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、市
川
市
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
協
議
会
の
副

会
長
で
あ
る
高
村
民
雄
氏（
千
葉

大
学
教
授
）の
特
別
講
演
会
と
落

語
家
の
林
家
時
蔵
氏
に
よ
る
環
境

落
語
を
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。12

月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

市
川
教
育
会
館（
南
八
幡
１
の
10
の
19
）

90
人

☎
３
２
０・３
１
５
０
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

市
観
光
協
会
主
催
の
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。市
内
で

見
ら
れ
る
光
景
や
風
景
を
題
材
に

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
除

く受
付
期
間　

11
月
18
日（
月
）～
12

月
16
日（
月
）必
着

応
募
規
定　

①
自
作
品
未
発
表
の

も
の
②
1
人
３
点
ま
で
③
テ
ー
マ
は

自
由（
但
し
、市
内
が
題
材
の
作
品

に
限
る
）④
カ
ラ
ー・モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン

ト
と
も
に
四
つ
切（
ワ
イ
ド
可
）ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
み
⑥
原
則
返
却
不

可発
表　

12
月
下
旬（
入
賞
者
に
直

接
通
知
）

応
募
作
品
の
裏
面
に
、１
枚
ご
と

に
題
名（
ふ
り
が
な
）・
撮
影
場
所
・

必
要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）を
書

 

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

暮らし

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
下
さ
い
。●
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回
収

致
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直

後
の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜

日
の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
尚
、

一
般
ゴ
ミ
一
般
廃
棄
物
等
は
回
収
致
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。　　
（
道
路
安
全
課
）

11・16 

土 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

11・17 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之

出
、南
行
徳
１・２

11・18 

月 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第

１
か
ら
第
４
）、平
田（
全
）

11・21 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～

４
、市
川
２

11・22 

金 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

11・24 

日 

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、

河
原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ヶ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

11・25 

月 

新
田
１・５
、富
浜（
全
）、宮
久
保

（
全
）

11・28 

木 

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

11・29 

金 

本
北
方
１

11・30 

土 

曽
谷
６
・７（
第
５
）、下
貝
塚

（
全
）

12・1 

日 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本

北
方
１
の
一
部（
北
方
中
央
）、

押
切
、湊
、湊
新
田（
全
）、新
浜

１
、南
行
徳
３・４
、大
洲（
全
）、

大
和
田
１・３・５
、田
尻
４・５
の

一
部
、原
木
４
、国
分
２・３（
根

古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町
４（
東

南・富
士
見
台
）、曽
谷
１
、奉
免

町（
ひ
め
み
や
）、柏
井
町
１（
第

１
、東
昌
台
）、柏
井
町
３（
第
３

団
地
）

12・2 

月 

国
府
台（
全
）

12・3 

火 

本
北
方
２

12・5 

木 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４
、

本
北
方
３
、北
方
３
、若
宮
２

12・6 

金 

若
宮
３（
上
町
）

12・7 

土 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上
・

下
）

12・8 

日 

稲
荷
木（
全
）、中
国
分（
全
）、国

分
１
、大
和
田
２・４
、東
大
和
田

（
全
）、大
町
、大
野
町（
全
）、稲

越
町
、北
方
町
４（
千
足
）、曽
谷

５・８（
第
６
）

12・9 

月 

真
間
４・５

12・10 

火 

高
谷
、二
俣（
全
）、北
国
分

（
全
）、中
山
３・４

12・11 

水 

中
山
１・２

12・15 

日 

須
和
田（
全
）、北
方
１
、鬼
越

（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井（
全
）、

島
尻
、広
尾
１
、日
之
出
、南
行

徳
１・２

12・16 

月 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）、平
田

（
全
）

12・18 

水 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第

１
か
ら
第
４
）

12・19 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～

４
、市
川
２

い
た
応
募
票（
観
光
協
会
事
務
局
、

総
務
課
、大
柏
出
張
所
で
配

布
。自
作
可
。）を
添
付
し
、直
接
ま

た
は
郵
送
で
同
協
会
事
務
局

（
〒
２
７
２・０
０
２
１ 

八
幡
３
の
３
の

２
の
４
０
８
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
タ

ワ
ー
本
八
幡
）

☎
７
１
１・１
１
４
２
同
協
会（
観

光
交
流
推
進
課
内
）

 

求
人

♦
♦
♦

①
社
会
教
育
指
導
員（
日
勤
）

②
社
会
教
育
指
導
員（
夜
間
）

市
内
の
公
民
館
で
勤
務
す
る
社
会

教
育
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

業
務
内
容　

公
民
館
の
窓
口
受
け

付
け
お
よ
び
事
務（
パ
ソ
コ
ン
操
作
あ

り
）、公
民
館
の
管
理
、主
催
講
座

の
企
画・運
営

勤
務
条
件　

①
土
、日
曜
日
を
含

む
週
３
日
程
度
／
午
前
８
時
40
分

～
午
後
５
時
10
分（
実
働
７
時
間
45

分
）②
土
、日
曜
日
を
含
む
週
３
～

４
日
／
午
後
４
時
50
分
～
９
時
20
分

（
実
働
４
時
間
30
分
）

待
遇　

①
日
額
７
，１
１
０
円
②
時

給
９
２
０
円
※
①
②
と
も
、規
程
に

よ
り
交
通
費
支
給

採
用
人
数　

若
干
名

採
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日

～
平
成
27
年
３
月
31
日

願
書
配
布
と
受
付
期
間　

12
月
13

日（
金
）ま
で

願
書
と
作
文
用
紙
の
配
布
場
所　

公
民
館
、社
会
教
育
課

願
書
と
作
文
を
郵
送
ま
た
は
持

参
で
社
会
教
育
課（
〒
２
７
２
・

０
０
１
５
鬼
高
１
の
１
の
４
）

☎
３
２
０・３
３
４
３
同
課

市営有料駐輪場の
定期使用者募集

 平成２６年度

広 告 募 集
　市が発行する印刷物に掲載する
広告を募集します。詳しくは、市公式
Ｗｅｂサイトをご覧いただくか、お問
い合わせください。

　　　現在駐輪場を使用している方の手続き
　10月16日（水）までに申請された方に
は、１１月８日（金）に使用許可申請書類を
発送しました。住所変更などで書類が届
いていない場合は、新規使用希望者と同
じ手続きです。

　　　新規使用希望の方の手続き
申請書・要領配布　 自転車対策課、

総務課、南行徳市民センター、大柏
出張所、各有料駐輪場（１回使用専用
駐輪場を除く）
必要書類　①自転車等駐車場使用許可
申請書②運転免許証・健康保険証など

（高校生以下は学生証）③原動機付自転
車（５０ｃｃ）の申請は「標識交付証明書」ま
たは「平成２５年度軽自動車税（原付）納
税通知書」の写し

受付場所　 自転車対策課、 総務
課、各有料駐輪場（１回使用専用駐輪
場を除く）
締め切り　１２月６日（金）必着※希望駐
輪場に収容台数以上の申請があった場
合は抽選（締め切り後も随時受け付けま
すが、抽選の対象とはなりません）※郵送
での申請も可（但し、添付書類の不備や
申請内容に誤りがあった場合は無効）

　　　駐輪場使用料金

※高校生以下半額
※原動機付自転車は第3種一般料金の倍額
※原則、年額一括納付

☎３３４-１４８２自転車対策課

使用期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日
各駐輪場の場所など詳しくは、市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

駐輪場の種類 一般料金（年額）
第１種（地下駐輪場） ２５,２００円
第２種（大野第２、大野第５） １８,９００円
第３種（上記以外） １２,６００円

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2013年（平成25年）11月16日　No.14843 暮らし

納税通知書の送付用封筒
内平成２６年度の市税などの納税
通知書の送付用封筒の裏面に掲
載する広告（税目ごとに募集、有
料）
募集期間
１１月１８日（月）～１２月３日（火）

☎３３４‐１１１５納税・債権管理課

ごみ分別ガイドブック
内資源物とごみの分別ガイドブック（主に転入された
方へ配布）に掲載する広告
掲載料
１号広告　５０,０００円（縦１２.５×横８.５cm、フルカラー）
２号広告　１２５,０００円（縦１２.５×横１７.５cm、フルカラー）
※１号広告については、２枠（横）または４枠の利用も可
募集期間　１１月１８日（月）～１２月６日（金）

資源物とごみの分別ガイドブック

　規　　格　Ａ４版３６ページ（表紙込み）
　　　　　　フルカラー（４色刷り）
　作成時期　平成２６年３月
　発行部数　４０,０００部（約１年度分）
　配布開始　平成２６年６月
　配布方法　転入届出時に配布するほか、希望者に配布

☎３２０-３９７１循環型社会推進課
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職員及び家族の福利厚生の充実を目的
として、昭和37年7月に職員互助会が発
足しました。事業内容としては、福利厚生
事業の他に給付事業、貸付事業、食堂
運営などがあります。
平成24年度の決算の状況は次のとおり
です。

職員の公務上または通勤による災害（負
傷、疾病、障害又は死亡）に対する補償を
するもので、平成24年度の状況は次のと
おりです。

①職員の福祉に関する措置 ②公務災害及び通勤災害の状況

予　算 決　算

歳入 123,402,000円 111,534,552円

歳出 123,402,000円 111,534,552円

公務災害の申請受理件数及び認定件数

申請 12件

認定 12件

通勤災害の申請受理件数及び認定件数

申請 3件

認定 3件

①地域手当

②特殊勤務手当

③時間外勤務手当

④その他の手当
支給実績（24年度決算） 1,343,711千円 

支給職員1人当たり平均支給年額（24年度決算） 419,779円 
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

市川市 10％ 3,275人（211人） 10％ 
長野県須坂市（いちかわ村）   0％ 1人   0％ 
(注) 支給対象職員数の(    )内は、短時間勤務を含む再任用職員で外書です。

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
徴収手当 市税等歳入の徴収に従事した職員 市税、保険料等徴収 日額２８０円
滞納処分手当 財産差押に従事した職員 市税、国保税等差押 日額３００円
調査手当 市税の賦課調査などに従事した職員 税の賦課、評価調査 日額１７０円、２２０円
財産取得交渉手当 財産の取得交渉に従事した職員 財産の取得交渉 日額３５０円
社会福祉指導手当 社会福祉主事などの職務に従事した職員 社会福祉主事等の職務 日額１９０円、２３０円
心身障害者訓練手当 心身障害者指導訓練に従事した職員 心身障害者指導訓練 日額２３０円
行旅死病人取扱手当 行旅死病人の収容処理に従事した職員 行旅死病人取扱 １件当たり２，５００円、３，５００円
医務手当 医療施設などの医師、歯科医師 診療、救護、保健指導 日額７，０００円
放射線取扱手当 エックス線などの取り扱いに従事した職員 エックス線放射線取扱 日額２００円
夜間看護等手当 病院、介護老人保健施設に勤務する職員 深夜にわたった看護、介護 １回３，４００円、６，８００円
感染症消毒作業手当 感染症の消毒作業に従事した職員 法に規定する一類～三類感染症 日額６００円
健康相談指導手当 結核患者の健康相談、指導に従事した職員 結核患者の健康相談、指導 日額２００円
予防接種勤務手当 予防接種に従事した保健師、看護師 予防接種業務 日額１５０円
臨床検査手当 病院、介護老人保健施設に勤務する職員 採血、生化学検査 日額２００円
施設勤務手当 作業環境が特殊な施設などに勤務する職員 施設勤務 日額１００円、２３０円
清掃作業手当 ごみの収集、処理作業などに従事した職員 ごみの収集、処理等業務 日額４５０円
葬儀作業手当 火葬、納骨などに従事した職員 葬儀作業 日額４５０円
動物死体処理作業手当 動物死体の処理作業に従事した職員 動物死体処理作業 １件当たり１２０円
水洗便所、浄化槽検査指導手当 浄化槽の管理指導などに従事した職員 検査、管理指導業務 日額２５０円
特定化学物質取扱手当 特定化学物質の取り扱いに従事した職員 特定化学物質取扱業務 日額３００円
土木作業手当 土木、公園の作業に従事した職員 道路補修、草刈消毒等 日額４５０円
守衛業務手当 守衛業務に従事した職員 守衛業務 １勤務２００円、４００円
飼育作業手当 動物園に勤務する職員 動物飼育作業 日額２００円
出動手当 消防職員 火災、救急業務等 １回１４０円～５００円
機関勤務手当 消防職員 消防車、救急車の運転業務 １勤務１８０円、２２０円
消防夜間特殊業務手当 消防職員 夜間特殊業務 １回２６０円
消防特別救助隊員手当 消防職員 特別救助隊員業務 １勤務２６０円
潜水作業手当 消防職員 潜水作業 １回３００円

支給実績（24年度決算） 1,025,835千円 
支給職員1人当たり平均支給年額（24年度決算） 383千円 
支給実績（23年度決算） 1,009,363千円 
支給職員1人当たり平均支給年額（23年度決算） 376千円 

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（24年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額

（24年度決算）

扶養手当

○配偶者 13,000円　　　　　　　　
○その他親族１人につき6,500円（配偶者
がない場合は1人目11,000円）
○満16歳の年度初めから満22歳の年度
末まで子1人5,000円加算　　　

同 330,454千円 225,720円 

住居手当

○借家の場合(家賃6,000円を超える場合に
限る)家賃の額に応じて月額27,000円を限
度に支給　　　　　　　　　　　　　　
○持家かつ世帯主の場合月額7,000円支給

異

○借家(家賃12,000円超
に限る)限度額は市と同じ
○持家かつ世帯主の場合
は支給無し

245,881千円 135,323円 

通勤手当

○電車　6カ月定期相当額支給　　　　
○バス　回数券相当額支給　　　　　
○自転車などを使用する場合 距離に応じ
て2,000円から24,500円まで支給

異

○電車、バスを利用する場
合6ヶ月定期代を基礎として
1ヶ月当たり55,000円まで
全額支給
○自転車などを使用する場
合　市と国の制度は同じ

295,796千円 103,715円 

管理職
手当

職務に応じ52,900円～106,100円を定
額支給 異 官職に応じて46,300円～

139,300円を定額支給 384,182千円 730,384円 

休日勤務
手当

休日などにおいて勤務した場合に、勤務1時
間当たりの給与額の100分の135を支給 同 183,765千円 68,672円 

夜間勤務
手当

正規の勤務時間として午後10時から翌日
午前5時まで勤務する職員に対し、その勤務
1時間につき勤務1時間当たりの給与額の
100分の25を支給

同 54,753千円 139,321円 

宿日直
手当

宿日直勤務を命ぜられた職員は、その勤務
1回につき4,200円(医師は20,000円)を
支給

同 330千円 82,500円 

管理職員
特別勤務

手当

管理職員が週休日又は休日に本来業務以
外で勤務した場合に、職務に応じて5,000
円～10,000円の範囲で支給

異 官職に応じて6,000円～
12,000円の範囲で支給 3,226千円 6,133円 

災害派遣
手当

災害対策基本法等により災害応急対策又
は災害復旧のため派遣された職員が、市内
に滞在することを要する場合、1日3,970円
～6,620円の範囲で支給

ー ー

武力攻撃
災害等

派遣手当

武力攻撃事態等における国民の保護のた
めの措置に関する法律等により国民の保
護のための措置の実施で派遣された職員
が、住所又は居所を離れて市内に滞在する
ことを要する場合、1日3,970円～6,620円
の範囲で支給

ー ー

特別職の給料、報酬等は平成19年4月1日より、退職手当は平成17年4月1日より下表のようになっています。

（注）退職手当は任期毎の支給です。議員等の報酬は、平成19年5月2日より適用。市長及び副市長の給料月額の（）内は減額
措置（市長、副市長ともに5％減額）を行う前の金額です。平成25年6月、12月における市長の期末手当を30％、副市長の期末
手当を15％減額して支給します。

（※）平成25年9月18日から、市長の支給率（0.57）は0.45に、
副市長の支給率（0.36）は0.29に引き下げられています。

区　分 月　額 期末手当 退職手当

給
料

市　長 965,200円
（1,016,000円） （平成24年度）

  6月期　1.90カ月分
12月期　2.05カ月分
　　計　3.95カ月分

給料月額×在職月数×0.57 （※）（16年度までの支給率 0.7 ）

副市長 795,150円
（837,000円） 給料月額×在職月数×0.36 （※）（16年度までの支給率 0.4 ）

報
酬

議   長 724,000円
副議長 652,000円 
議   員 604,000円 

①勤務時間
　職員の勤務時間は原則として
　次のとおりです。

②休暇制度
　職員の休暇制度は次のとおりです。

勤務時間
午前8時40分～午後5時25分
休憩時間を除いて7時間45分
で1週間当たり38時間45分

休憩時間 正午～1時00分

有給
休暇

年次休暇（1暦年につき20日付与。20日を限度に翌年に
繰り越し可）

【平成24年の取得状況】　1人平均日数：11.0日
病気休暇（負傷または疾病により療養を要する場合）
特別休暇（21種類）

無給
休暇

組合休暇（職員団体の業務または活動に従事する場合）
介護休暇（配偶者または2親等以内の親族の介護に当
たる場合）

【平成24年度の取得状況】取得者：延べ10人
取得期間：1月以下 6人、1月超2月以下 2人、2月超
3月以下 2人

職員の休業制度は次のとおりです。

※平成24年7月1日から、勤務時間及び休憩
時間を変更しました。

休業の名称 内　　　容

育児休業

子が三歳になるまで取得できる無給
休業

【平成24年度の取得状況】女性27
人、男性1人

部分休業

子が小学校就学の始期に達するま
で保育園の送迎等のために30分単
位で2時間まで取得できる無給休業

【平成24年度の取得状況】女性10
人、男性0人

市川市の職員研修は、所属ごとで行う職場研修の
他、職位ごとに受講を義務付けた指定研修、公募型
エントリー制で希望者が受講できる行政ニーズ対応
研修、そして高度な専門知識の習得や職務遂行能
力の向上を図るために研修機関などに派遣する派遣
研修で組み立てられています。

市川市の勤務評定制度は、地方公務員法第40条の定めに従い、昭和58年度から実施している
ものです。その内容は、1年を上期と下期の半年毎に分けて、その間の職員の勤務状況を直属の
上司が評定して、職員の育成や昇任、昇給等の処遇に役立てるものです。そして、平成11年度に
は、評定要素を成績、情意、能力別に11項目に細分化するとともに、平成13年度からは、評価結
果を勤勉手当の支給率に反映させるなど、制度の充実に努めています。

①職員研修制度

②勤務評定

平成24年度の研修受講者数

 指定研修（職場支援研修含む）1.995人

 行政ニーズ対応研修他 101人

 派遣研修 691人

 計 2,787人

職務専念義務免除
研修・講師依頼 332人

職員団体の適法な交渉等 80人
文化体育活動 1人

勧奨退職 15人
その他 32人

計 460人

営利企業等の従事許可
公務 5人
講師 3人

その他 8人
計 16人

分限処分
降任 1人
免職 1人
休職 184人
降給 0人
計 186人

懲戒処分
戒告 2人
減給 0人
停職 0人
免職 0人
計 2人

分限及び懲戒の状況
（平成24年度）14 服務の状況

（平成24年度）15

公平委員会の職務は、職員の
勤務条件に関する措置の要求
や職員に対する不利益な処分
についての不服申し立てを審
査し、必要な措置を講ずること
です。

措置要求件数 0件

不服申立件数 0件

不服申立に係る裁決 0件

公平委員会の
業務の状況18

休業制度
（平成25年4月1日現在）13

職員が退職した場合に支給される退職手当は、退職時の給料月額に退職事由や勤続年数に応じた一定
の率を乗じて得た額になります。

市　川　市 国
（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤 続２０年 23.03月分   28.7875月分 勤 続２０年 23.03月分   28.7875月分 
勤 続２５年 32.83月分 38.955月分 勤 続２５年 32.83月分 38.955月分 
勤 続３５年 46.55月分 55.86月分　   勤 続３５年 46.55月分 55.86月分　   
最高限度額 55.86月分 55.86月分　   最高限度額 55.86月分 55.86月分　   

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算） その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）
1人当たり平均支給額 8,542千円 26,853千円 

（注）1人当たり平均支給額は平成24年度実績額です。

期末手当・勤勉手当（平成24年度）8
期末・勤勉手当は、民間企業の賞与などに相当するも
のです。職員に支給された割合は右表のとおりです。 区分

市　川　市 国
支給実績（24年度決算） 4,720,388千円 －1人当たり年間平均支給額 1,474千円 

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計
6月期 1.225ヶ月分 0.675ヶ月分 1.9ヶ月分　 1.225ヶ月分 0.675ヶ月分 1.9ヶ月分　
12月期 1.375ヶ月分 0.675ヶ月分 2.05ヶ月分 1.375ヶ月分 0.675ヶ月分 2.05ヶ月分

計 2.6ヶ月分 　  1.35ヶ月分　     3.95ヶ月分 2.6ヶ月分　 1.35ヶ月分　 3.95ヶ月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置あり 職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

支給実績（24年度決算） 52,018千円
支給職員1人当たり平均支給年額（24年度決算） 58,186円
職員全体に占める手当支給職員の割合（24年度） 28.3％
手当の種類（手当数） 28

職員手当の状況（平成25年4月1日現在）11

勤務時間その他勤務条件の状況（平成25年4月1日現在）12

福祉及び利益の保護の状況17研修及び勤務評定の状況16
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広 
告

職員の任免および職員数等に関する状況1

人件費の状況（平成24年度普通会計決算）2 職員給与費の状況3

市川市人事行政
運営などの状況
※詳細は市公式Webサイトまたは市政情報センターなどでご覧になれます。

☎334-1102人事課、334-1132職員課

人件費とは、一般職員に支給される給
与と市長や議員など特別職に支給され
る給料、報酬、手当の他、共済費(社会
保険料の事業主負担分に相当するも
の)などを含む経費の合計をいいます。
平成24年度の普通会計決算における
人件費の状況は右表のとおりです。

平成25年度一般会計当初予算における職員給与費の状況は
下表のとおりです。

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。  2.教育には教育長は含んでいません。

（注）
１．職員手当には退職手
当を含みません。
2.（  ）内は、短時間勤務
を含む再任用職員で外
書です。

（注） 左表の採用者数と合格者数の差の主
なものは、合格後の採用辞退および選考に
よる採用です。

①部門別職員数の状況(各年4月1日現在)

②職員の採用及び
　退職の状況

区分
部門

職員数 対前年度増減数
平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

一般
行政
部門

議　　会 19 19 19 19 19 0 0 0 0 0
総務企画 505 489 458 453 452 △ 4 △ 16 △ 31 △ 5 △ 1
税　　務 122 121 121 119 119 △ 1 △ 1 0 △ 2 0
民　　生 770 768 754 751 743 △ 7 △ 2 △ 14 △ 3 △ 8
衛　　生 361 352 342 341 337 3 △ 9 △ 10 △ 1 △ 4
労　　働 9 5 6 6 6 0 △ 4 1 0 0
農林水産 20 19 19 19 19 △ 1 △ 1 0 0 0
商　　工 14 18 21 21 21 △ 1 4 3 0 0
土　　木 325 321 325 322 318 △ 7 △ 4 4 △ 3 △ 4
小　　計 2,145 2,112 2,065 2,051 2,034 △ 18 △ 33 △ 47 △ 14 △ 17

特別
行政
部門

教　　育 461 443 430 425 413 △ 27 △ 18 △ 13 △ 5 △ 12
消　　防 493 509 513 514 512 △ 5 16 4 1 △ 2
小　　計 954 952 943 939 925 △ 32 △ 2 △ 9 △ 4 △ 14

普通会計計 3,099 3,064 3,008 2,990 2,959 △ 50 △ 35 △ 56 △ 18 △ 31
公営

企業等
会計
部門

病　　院 111 110 111 110 110 3 △ 1 1 △ 1 0
下 水 道 43 42 40 43 47 1 △ 1 △ 2 3 4
そ の 他 168 158 155 147 145 △ 5 △ 10 △ 3 △ 8 △ 2
小　　計 322 310 306 300 302 △ 1 △ 12 △ 4 △ 6 2

合　　計 3,421 3,374 3,314 3,290 3,261 △ 51 △ 47 △ 60 △ 24 △ 29

採用者数（平成24年度）
職　種 採用者数

一般行政職 103人
一般任期付職員 1人

保育士 9人
保健師 4人
栄養士 1人
看護師 4人

理学療法士 1人
介護福祉士 1人
相談指導員 1人

医師 1人
幼稚園教諭 5人
消防職員 9人

計 140人

職員採用試験の状況（平成24年4月1日）
職　種 応募者数 合格者数

一般行政職 3,407人 116人
一般任期付職員 1人 1人

保育士 165人 9人
保健師 56人 4人
栄養士 83人 1人
看護師 9人 6人

理学療法士 2人 1人
介護福祉士 2人 2人
相談指導員 7人 1人

医師 1人 1人
幼稚園教諭 67人 5人
消防職員 64人 3人

計 3,864人 150人

退職者数（平成24年度）
退職事由 退職者数

定年 79人
勧奨 37人

再任用 57人
普通 51人
死亡 5人

任期付期間満了 6人
計 235人

職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）4

（注）１．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 ２．（　）内は、短時間勤務を含む再任用職員で外書です。

一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）7
一般行政職の級別職員数とその構成は下表のとおりです。

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計
標準的な職務内容 主事補 主事 主任 主査 副主幹 主幹 課長 次長 部長

職員数 61人 140人 （155人）
225人 153人 586人 （18人）

198人
（4人）
120人 29人 （1人）

21人
（178人）
1,533人

構成比 4.0% 9.1% （87.1%）
14.7% 10.0% 38.2％ （10.1%）

12.9%
（2.2%）

7.8% 1.9% （0.6%）
1.4%

（100%）
100%

参
考

1年前の構成比 5.0% 8.0% （89.4%）
12.5% 13.8% 36.8％ （8.3%）

12.4%
（1.7％）

8.1% 2.0% （0.6％）
1.4%

（100%）
100%

5年前の構成比 2.7% 8.1% （93.2％）
8.4% 19.8% 36.9％ （5.9％）

12.6% 8.0% 2.0% （0.9％）
1.5%

（100%）
100%

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年4月1日現在）6
一般行政職、技能労務職、
教育職の経験年数別、学歴
別の平均給料月額は右表の
とおりです。

（注）経験年数には、採用前に民間勤務歴がある場合などはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数も含まれます。

区　分 経験年数10年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職 大　学　卒 256,900円 311,311円 363,689円
高　校　卒 該当なし 270,100円 318,000円 

技能労務職 高　校　卒 該当なし 該当なし 308,100円
中　学　卒 該当なし 該当なし 280,000円

教　育　職 大　学　卒 該当なし 該当なし 該当なし
高　校　卒 該当なし 該当なし 該当なし

住民基本台帳人口
（平成25年3月31日現在） 468,367人

歳出額A 136,165,845千円
実質収支 1,625,977千円
人件費B 29,795,481千円

人件費率　B／A 21.9%
（参考）23年度の人件費率 23.0%

職員数　Ａ 2,930人（213人）

給与費

給　 料 13,117,016千円
職員手当 4,264,534千円

期末・勤勉手当 5,085,541千円
計　Ｂ 22,467,091千円

1人当たり給与費Ｂ／Ａ 7,148千円

（注）平均給与月額とは、給料と職員手当 (期末・勤勉・退職手当を除く) の合計です。

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 357,854円 437,906円 44歳 9ヶ月
技能労務職 365,406円 448,884円 50歳 9ヶ月
うち清掃職員 369,852円 475,073円 

うち学校給食員 360,926円 413,353円 
うち用務員 356,530円 430,716円 

幼稚園教育職 348,000円 429,147円 43歳 9ヶ月

職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）5
学校卒業後すぐに採用された者の初任給月額は下表のとおりです。

区　　　分 市　川　市 国
決定初任給 決定初任給

一般行政職 大　学　卒 　179,500円 総合職（大卒） 181,200円
一般職（大卒） 172,200円

高　校　卒 　149,400円 一般職（高卒） 140,100円

技能労務職 高　校　卒 　151,800円 
中　学　卒 　141,600円 

（単位：人）
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00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。

J
R
本
八
幡
駅
北
口
、東
京
メ
ト

ロ
行
徳
駅

千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
地
域
担
当

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
地
域
担
当
、
☎
３
５
９
・

８
７
８
５
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

介
護
保
険
料・利
用
料
減
免
制
度

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第
１

段
階（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

か
ら
第
４
段
階
で
、生
計
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、介

護
保
険
料
及
び
利
用
料
を
減
額
す

る
制
度
で
す
。保
険
料
の
納
付
や

利
用
料
の
負
担
が
難
し
い
場
合
に

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
７
３
介
護
保
険
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

口
腔
が
ん
検
診

問
診
・
診
察
・
細
胞
診
。後
日
、結
果

説
明
を
行
い
ま
す
。

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

対象者
（平成２６年３月
３１日での年齢）

３０歳以上
（先着７００人）

誕生月
１２月・１月・２月・
３月生まれ

申込期間
（必着）

１２月１３日（金）
まで

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円（
70
歳
以
上
の
方
、千

葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
、非
課
税
世
帯
者
は
無
料
）

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
上
段

参
照
）を
書
き
、12
月
13
日（
金
）必

着
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

③
児
童
指
導
員（
児
童
福
祉
施
設
最

低
基
準
第
43
条
）の
任
用
資
格
が
あ
る

④
母
子
指
導
員（
児
童
福
祉
施
設
最

低
基
準
第
28
条
）の
任
用
資
格
が
あ
る

⑤
放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
補
助
指
導
員

と
し
て
、２
年
以
上
で
相
当
時
間
数
の

勤
務
経
験
が
あ
り
、勤
務
状
況
が
良
好

⑥
前
記
に
同
等
と
当
協
議
会
が
認

め
る
方

採
用
人
数　

15
人
程
度

採
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日

～
平
成
27
年
３
月
31
日

月
額　

１
４
５
，０
０
０
円
、賞
与
あ

り（
年
２
回
）

受
付
期
間　

11
月
18
日（
月
）～
12

月
10
日（
火
）※
郵
送
不
可

☎
３
２
０・３
１
２
４
社
会
福
祉

協
議
会

♦
♦
♦

市
内
公
立
保
育
園
非
常
勤
職
員

い
ず
れ
も
交
通
費
実
費
支
給（
規
定

に
よ
る
）

①
保
育
士

要
件　

保
育
士
証
取
得
済
の
方

勤
務　

月
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日

（
土
曜
日
は
シ
フ
ト
制
）。午
前
９
時

～
午
後
５
時
、午
前
７
時
10
分
～

午
後
７
時
20
分
の
間
で
早
遅
あ
り
。

１
日
あ
た
り
７
時
間
15
分
勤
務
。

時
給　

１
，２
３
０
円
。各
種
保
険

加
入
。

②
パ
ー
ト
保
育

要
件　

保
育
士
証
取
得
済
の
方
ま

た
は
自
身
の
子
ど
も
の
子
育
て
経

験
が
あ
る
方

勤
務　

月
～
土
曜
日（
土
曜
日
は
月

２
回
程
度
）朝
・夕
２
回
も
し
く
は

朝・昼・夕
３
回
。朝
＝
午
前
７
時
30

分
頃
か
ら
１
～
２
時
間
程
度
、昼
＝

午
後
１
時
頃
か
ら
２
時
間
程
度
、夕

＝
午
後
４
時
45
分
頃
か
ら
１
～
２

時
間
程
度

時
給　

９
９
０
円

☎
３
３
４・１
１
８
５
保
育
課

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

愛
の
献
血

12
月
１
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時
45
分
、午
後
1

時
～
4
時

♦
♦
♦

ワ
ン
パ
ク
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

（
第
55
回
青
少
年
ス
キ
ー
教
室
）

12
月
26
日（
木
）～
29
日（
日
）

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
場（
清
里

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
宿
泊
）

小
学
校
３
年
生
～
中
学
校
３
年

生
、先
着
45
人

３
９
，５
０
０
円（
往
復
交
通
費
・

宿
泊
費・食
事
代・講
習
料・保
険
代

を
含
む
。ス
キ
ー
ウ
エ
ア
な
ど
の
レ
ン

タ
ル
代
別
途
）

☎
３
２
２・２
５
９
３
市
川
市
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
協
会　

 

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

妊
娠
中
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の

話
と
調
理
実
習
、試
食
。

１
月
25
日（
土
）午
前
11
時
～
午

後
１
時
15
分

保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
26

年
３
月
～
５
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
、

21
組１

人
３
０
０
円

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当　

 （
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
企
画 

in 

ソ
ヤ

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と
フ
ル
ー
ト
＆
ピ

ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
14
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分

曽
谷
公
民
館

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
ま

た
は
５
才
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子

（
祖
父
母
と
も
可
）、抽
選
で
50
人

往
復
は
が
き（
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）に
、全
員
の
必
要
事
項（
上

段
参
照
）を
書
き
、12
月
２
日（
月
）

必
着
で
曽
谷
公
民
館（
〒
２
７
２・ 

０
８
３
２
曽
谷
６
の
25
の
５
）

☎
３
７
２・２
８
７
１
同
館

 

求
人

♦
♦
♦

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員

資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、60
歳
未
満
で
左
記
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
幼
稚
園
、小・中・高
等
学
校
、養
護

学
校
の
い
ず
れ
か
の
教
諭
免
許
が
あ
る

②
保
育
士
の
資
格
が
あ
る

①
１
月
18
日（
土
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
／
保
健
セ

ン
タ
ー
②
１
月
26
日（
日
）午
後
１
時

～
４
時
／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
26

年
３
月
～
５
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。

抽
選
で
各
45
組
※
母
親
学
級
と
の

重
複
受
講
は
不
可

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
上

段
参
照
）・
生
年
月
日
・
出
産
予
定

日
を
書
き
、12
月
２
日（
月
）～
16
日

（
月
）必
着
で
、希
望
会
場
①
保
健

セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八

幡
４
の
18
の
８
）②
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー（
〒
２
７
２・０
１
３
８
南
行

徳
１
の
21
の
１
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

マ
マ
パ
パ
ラ
イ
ン
か
ら
見
え
る
子
育
て

～
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
子
育
て
の

小
さ
な
心
配
～

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、

電
話
で
相
談
を
受
け
る「
マ
マ
パ
パ
ラ

イ
ン
ち
ば
」。そ
の
担
当
者
に
よ
る
、

小
さ
な
心
配
の
種
を
な
く
し
て
元

気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
講
座
で

す
。解
決
の
ヒ
ン
ト
を
み
ん
な
で一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

12
月
11
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
、40
人
※
託
児
あ
り（
６
カ
月
～

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
、先
着
10
人
）

12
月
４
日（
水
）ま
で
に
☎
３
３
４・ 

１
０
６
９
子
育
て
支
援
課

♦
♦
♦

親
子
Ｄ
Ｅ
ク
ッ
キ
ン
グ

～
父
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
～

好
き
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
父
と

子（
小
学
校
低
学
年
）、８
組
16
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

２
，０
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
上

段
参
照
）と
子
ど
も
の
学
年
を
書

き
、12
月
１
日（
日
）必
着
で
男
女

共
同
参
画
課（
〒
２
７
２・０
０
３
４

市
川
１
の
24
の
２
）

を
し
ま
す
。訪
問
時
に
物
品
販
売
は

し
ま
せ
ん
。

生
後
３
カ
月
の
乳
児
お
よ
び
そ

の
保
護
者

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
ハ
ガ
キ

毎
月
中
旬
過
ぎ
に
、生
後
10
カ
月

を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
ご
家
庭

に
は
が
き
で
育
児
相
談
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問　

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児
・１
～
２
カ
月
児
訪
問　

母

子
健
康
手
帳
別
冊
１
に
あ
る
出
生

連
絡
票
に
必
要
事
項
を
書
き
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。里
帰
り
先
で
新

生
児
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
、生

後
28
日
ま
で
過
ご
す
市
町
村
へ
確

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

保
健
推
進
員
の
訪
問

子
ど
も
の
生
後
３
カ
月
過
ぎ
に
保

健
推
進
員
が
訪
問
し
、４
カ
月
あ
か

ち
ゃ
ん
講
座
や
育
児
相
談
の
案
内

認
し
、訪
問
が
な
い
場
合
は
、市
に

戻
っ
て
か
ら
１
～
２
カ
月
児
訪
問
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

母
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

１
月
20
日（
月
）・27
日（
月
）午
後

１
時
～
４
時
※
２
日
間
で
１
コ
ー
ス

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
26
年

３
月
～
５
月
の
妊
婦
、50
人
※
両
親

学
級
と
の
重
複
受
講
は
不
可
、２
回

目
は
夫
ま
た
は
祖
父
母
の
参
加
も
可

☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

両
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
・
お
産
の
経

過・沐
浴
実
習
な
ど
。

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

うたって遊んでふれあいリトミック
　音楽にあわせて、親子で楽しくスキンシップしましょう。

子育て支援課

クリスマスお話会 チャレンジＣＯＯＫ
「お芋スイーツ」

　こども館で育てたお芋を使っ
ておやつを作ります。

１２月１４日（土）午前９時４５分
～正午

小学生以上、１６人
相之川こども館
直接または☎３５６‐７３８１同館

　ブラックライトで行うパネル
シアター「あわてんぼうのサン
タクロース」などを開催します。

１２月２０日（金）午前１１時～
１１時３０分

大洲こども館（こども発達セ
ンター内）

幼児とその保護者
☎３７６-１２１２同館

場所 日時 対象・定員 申し込み

本北方こども館
 ☎３３７‐８９３６

１２月６日（金）
１１:００～１１:４５ 市内在住の1歳

半以上の幼児と
保護者２０組

事前に電話また
は直接、同館へ市川こども館

☎３２２‐１４０４
１２月２０日（金）
１０:３０～１１:３０
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♦
♦
♦

家
族
介
護
教
室

「
脳
の
活
性
化
を
体
験
し
よ
う
～

認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
～
」

12
月
12
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

医
師
会
館（
真
間
１
の
９
の
10
）

☎
３
７
３・６
５
３
９
国
府
台
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
※
要
申
し

込
み　
　
　
（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

障
害
者
ふ
れ
あ
い
合
同
面
接
会

障
害
を
お
持
ち
の
方
と
企
業
と
の
面

接
会
。参
加
予
定
企
業
25
社
程
度
。

11
月
29
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時

市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
市
川
１

の
３
の
18
）

身
体・知
的・精
神
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

☎
３
７
０・８
６
０
９
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
い
ち
か
わ
専
門
援
助
部
門

（
雇
用
労
政
課
）

♦
♦
♦

骨
密
度
測
定

問
診
、超
音
波
測
定
結
果
説
明
と

骨
粗
鬆
症
予
防
の
た
め
の
集
団
指

導
。所
要
70
分
程
度
。

12
月
17
日（
火
）／
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
、平
成
26
年
１
月
20
日

（
月
）／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、１
月

21
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

※
応
募
状
況
に
よ
り
希
望
日
の
午

前
ま
た
は
午
後
の
変
更
あ
り
。

９
歳
～
80
歳
※
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴

２
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
、連
名
可
）と
生
年
月
日・

性
別・希
望
日（
午
前
ま
た
は
午
後
、

第
２
希
望
ま
で
）を
書
き
、11
月
25
日

（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）に
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２・０
０
２
１
八

幡
２
の
15
の
10
）

☎
３
３
４・２
３
１
１
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

家
族
介
護
教
室

「
高
齢
者
の
転
倒
予
防 

転
ば
ぬ
先

の
あ
ん
し
ん
講
座
」

歩
く
こ
と
は
介
護
予
防
へ
の
第
一
歩

で
す
。正
し
い
歩
き
方
や
転
倒
予
防

体
操
、杖
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
選
び

方
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

11
月
19
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

幸
公
民
館

☎
３
０
７・６
８
７
１
ゆ
う
こ
う

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

障
害
者
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

視
覚
障
害
者
交
流
会

障
害
者
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

肢
体
不
自
由
、視
覚
障
害
、聴
覚
障

害
な
ど
、障
害
の
あ
る
相
談
員
が
障

害
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。外
出
が

難
し
い
場
合
は
自
宅
へ
の
訪
問
や
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。相
談
無
料
、秘
密
厳
守
。

肢
体
不
自
由
＝
相
談
者・ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
間
で
日
程
調
整
／
視

覚
障
害
＝
12
月
６
日（
金
）、１
月
10

日（
金
）、２
月
７
日（
金
）午
前
10
時

～
午
後
１
時
／
聴
覚
障
害
＝
毎
月

第
２
火
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

１
～
２
人

視
覚
障
害
者
交
流
会

視
覚
障
害
者
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
中
心
に
、視
覚
障
害
者
の
方
々
が

集
ま
り
、近
況
報
告
、情
報
交
換
な

ど
を
行
う
気
軽
な
会
で
す
。

３
月
28
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

10
人
程
度

肢
体
不
自
由
・
視
覚
障
害
＝
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
／

聴
覚
障
害
＝

総
合
市
民
相
談
課

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
・Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
を
☎
３
７
０・１
８
７
１
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
０・１
８
７
２
で
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

認
知
症・家
族
介
護
教
室
シ
リ
ー
ズ

大
野
公
民
館

認
知
症
を
学
び
、地
域
で
支
え
よ
う

あ
な
た
も
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

11
月
19
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

先
着
30
人

認
知
症
介
護
者
の
集
い

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
が

介
護
生
活
に
つい
て
話
し
合
い
ま
す
。

12
月
４
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

先
着
10
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
市
川
あ
さ

ひ
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

♦
♦
♦

市
川
特
別
支
援
学
校「
ば
ら
き
祭
」

あ
そ
び
の
広
場
、作
業
学
習
製
品

の
展
示
・
販
売
、模
擬
店
、Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
な
ど
。

11
月
16
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
２
時

県
立
市
川
特
別
支
援
学
校（
原

木
１
８
６
２
）

☎
３
２
７・４
１
５
５
同
校

（
義
務
教
育
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
相
談

11
月
22
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
高
齢
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

犬
の
無
料
し
つ
け
教
室

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト・お
座
り・
伏
せ・
待

て
な
ど
。

11
月
24
日（
日
）午
後
１
時・３
時

塩
浜
ド
ッ
グ
ラ
ン（
小
型
犬
ゾ
ー
ン
）

市
ド
ッ
グ
ラ
ン
会
員
※
会
員
募
集

中
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
０・８
６
２
９・７
１
８
５

（
河
内
）

☎
７
０
４・０
２
５
４
保
健
医
療
課

 

募
集

♦
♦
♦

千
葉
県
生
涯
大
学
校
入
学
生

資
格　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
55

歳
以
上（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）の
方

募
集
期
間　

12
月
27
日（
金
）ま
で

願
書
配
布　

高
齢
者
支
援
課
、

行
徳
支
所
、南
行
徳
市
民
セ
ン

タ
ー
、大
柏
出
張
所
、市
川
駅
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、生
涯
大
学
校

各
学
園
、各
地
域
振
興
事
務
所
、

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
各
保
健

所
）、県
高
齢
者
福
祉
課
※
郵
送
希

望
者
は
、１
４
０
円
切
手
を
貼
付
し

た
返
信
用
封
筒（
角
２
）を
同
封
し
、

郵
送
で
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務

局（
〒
２
６
０・０
８
０
１
千
葉
市
中

央
区
仁
戸
名
町
６
６
６
の
２
）。県

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
可
。

☎
０
４
３・２
６
６・４
７
０
５
同

事
務
局　
　
　
（
高
齢
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

失
語
症
会
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

基
礎
講
座

失
語
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め

の
講
座
で
す
。

12
月
15
日（
日
）午
後
１
時
15
分

～
４
時
45
分

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム

50
人

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
Ⅰ・Ⅱ

会
話
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
、失
語

症
の
方
の
不
自
由
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
補
い
な
が
ら
、失
語
症
の

人
と
一
緒
に
会
話
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
Ⅰ
】１
月

25
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

30
分【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅱ
】３
月
１
日

（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

ミ
カ
タ
市
川（
堀
之
内
３
の
18
の

25
グ
リ
ー
ン
マ
ノ
リ
ア
ル
１
階
２
号
）

受
講
後
に
失
語
症
会
話
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
、15
人
※
基
礎
講
座
を
受
講
し

た
方
の
み
申
し
込
み
可

２
，５
２
０
円

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
必
要
事

項（
６
面
上
段
参
照
）と
希
望
講
座

名
、福
祉
事
業
所
の
方
は
事
業
所

名
を
書
き
、12
月
６
日(

金
）必
着
で

郵
送（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所

不
要
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
３
５
・

２
０
３
０
で
障
害
者
支
援
課

☎
３
３
４・１
１
６
８
同
課

　精神保健福祉に関する知識の普及・啓発を目的として、講演会を開催します。
テーマ 自分でできるストレスケア
講演 「認知療法を用いたこころの健康法
ストレスに上手に対応できるスキルを学ぶ」
講師 国立国際医療研究センター国府台病
院精神科  佐竹直子氏

１２月６日（金）午後２時～４時（手話通訳あり）

文化会館
２００人
☎３７７‐１１０２市川健康福祉センター 

地域保健課 精神保健福祉担当
☎３７６‐６４６６障害者支援課

南八幡メンタルサポートセンター

　障害に関連する市内の事業所の生産品やお菓子、パン、飲み物などを販売します。舞台では
障害がある方も一緒に楽しめる音楽や歌、障害についての講座などが開催されます。またお気
に入りの施設や出し物、写真に投票して、最終日に表彰します。ぜひお越しください。

12月３日 火 ～９日 月 は障害者週間です
「 I

あい

♥あいフェスタ」にお越しください

障害者支援課からのおしらせ

日程 会場 日程 会場

12
月

  ５日（木） 行徳公民館
2
月

２５日（火）☆ 保健センター（女性のみ）
  ９日（月）☆ 保健センター（女性のみ） ２７日（木）☆ 南行徳保健センター（女性のみ）
１０日（火） 急病診療所 ２８日（金）☆● スポーツセンター
１１日（水）☆● 行徳文化ホールＩ＆Ｉ

3
月

  ４日（火） 急病診療所
１２日（木）☆● リハビリテーション病院   ５日（水）☆● スポーツセンター
１３日（金）☆● 保健センター   ７日（金） 行徳公民館
１６日（月） 南行徳保健センター １０日（月）☆● 保健センター
１８日（水）☆ 南行徳保健センター（女性のみ） １２日（水）☆● スポーツセンター
１９日（木）☆ 保健センター（女性のみ） １５日（土） 南行徳保健センター
２０日（金） 南行徳保健センター １９日（水） 南行徳保健センター
２１日（土） 保健センター ２２日（土） 保健センター

2
月

１９日（水） 行徳公民館 ２４日（月）☆● リハビリテーション病院
２１日（金） 南行徳保健センター ２５日（火）☆ 保健センター（女性のみ）
２２日（土） 保健センター ２７日（木） 南行徳保健センター
２４日（月）☆● リハビリテーション病院 ２８日（金） 保健センター

１２・１・２・３月生まれで４０歳以上の「市胃がん
リスク検診」対象外の方。勤務先などで受診可
能な方、胃腸の病気で治療中の方や胃腸に症
状のある方、妊娠中の方は受診できません。

一部自己負担金６００円（７０歳以上の方、
千葉県後期高齢者医療被保険者、及び非課
税世帯者は無料）

☎３７７‐４５１１または、はがきに必要事項（６
面上段参照）を書き、保健センター疾病予防課

（〒２７２‐００２３南八幡４‐１８‐８）※前年に市の
胃がん検診を受診した方には受診券を発送し
ますので、申し込みの必要はありません。

（疾病予防課）

受付時間 男性＝午前９時１５分～９時４５分、女性＝午前１０時～１１時
（但し、☆の日の女性は午前９時１５分～１０時３０分）
※検診の終了時間は正午を過ぎる場合もあります。●は、検診車2台で行います。

胃がん集団検診 （バリウム検査）

１２月７日（土）
　午前１０時３０分～午後４時
　１２月８日（日）
　午前１０時～午後３時

文化会館
２００人
☎３７６‐６４６６障害者支援課

南八幡メンタルサポートセンター

関連イベント
映画「 3

　サンキュー

9 窃盗団」
ダウン症の青年が主役を演じる

「意外と社会派」コメディー映画
１２月7日（土）

　午前10時30分～
　午後0時30分
　（受け付けは30分前）

こころの健康のつどい

©サンキューキネマ団

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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 イベント
♦♦♦
ウォーキング～紅葉を訪ねて～
当日直接、集合場所へ。（約７ｋｍ）
コース　ＪＲ市川大野駅→万葉植物園→
大野城跡→法蓮寺→駒形大神社→もみじ
山→観賞植物園（昼食）→礼林寺→天満
天神宮→ＪＲ市川大野駅（解散）

１２月３日（火）午前１０時（ＪＲ市川大野駅
改札口周辺集合）～午後３時※小雨決行

昼食、飲み物
☎３３４-５７１０ボランティアガイド市川案

内人の会（八幡市民談話室）
　　　　（観光交流推進課）

♦♦♦
【芸術祭・文化祭】
◆吟剣詩舞道大会

１２月１日（日）午前１０時３０分
文化会館
☎４４０-２６０３市川市吟剣詩舞道連盟（梶）

（文化振興課）
♦♦♦
ＺＯＯワンポイントガイド「トキ類」
３種類のトキについてお話しします。

１２月８日（日）午後２時
動植物園
高校生以上４２０円、小・中学生１００円
☎３３８‐１９６０動植物園

♦♦♦
もみじ観賞会
もみじ山を一般開放します。

１１月２３日（祝）～１２月８日（日）午前９時
～午後４時※月曜日、雨天時は休み

動植物園
☎３３８‐１９６０同園

♦♦♦
しめ縄を作り、お正月に飾ろう
正月用にしめ縄を手作りしましょう。

１２月２１日（土）午前１０時～午後０時３０分
鬼高公民館
市内在住・在勤の大人、親子（または祖

父母と孫）、抽選で２０組
一般３００円、親子４００円
往復はがきに全員の必要事項（６面上

段参照）を書き、１１月３０日（土）まで（消印
有効）に鬼高公民館（鬼高２‐１２‐２３）

☎３３４-２６１２同館
♦♦♦
災害ボランティア体験学習会

１１月３０日（土）午後１時３０分（受け付け
は３０分前）～４時３０分

勤労福祉センター本館
内講義、体験学習会、模擬体験

☎３２０‐４００２社会福祉協議会地域福
祉・ボランティアセンター
♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９‐０４７７同館

いずれも荒天中止です。
◆湿地の環境整備のお手伝い　　
初参加の方は要問い合わせ。

１１月２４日（日）午前１０時
（観賞植物園入口集合）～正午
◆長田谷津散策会

１２月７日（土）午前１０時（動物園券売
所前集合）～午前１１時３０分
♦♦♦
心に響く音楽劇「ＧＩＦＴをあなたに」
心の奥で深く考えさせられる素敵な物語です。

１２月１日（日）午後２時～４時
文化会館
イープラス、ローソン、文化会館、行徳文

化ホールＩ＆Ｉでチケット発売中
☎03-５３８８‐９５８８ ＧＩＦＴ実行委員会

（健康支援課）
♦♦♦
市民環境講座「水鳥と川の観察会」
大柏川第一調節池緑地と大柏川の水鳥
を観察し、水の循環と自然環境のつながり
について考えます。

１２月７日（土）午後１時３０分（１０分前に大
柏川ビジターセンター集合）～３時３０分ごろ

市内在住・在勤・在学の１５歳以上の
方、先着で３０人

１１月１８日（月）から☎３２０‐３９７６環
境政策課
♦♦♦
水木洋子脚本のテレビドラマ上映会

１１月２３日（祝）、１２月４日（水）、２０日（金）
作品名 上映時間

１ 女が職場を去る日（1979年）１０:３０～１１:５０
２こぎとゆかり（1978年） １３:００～１３:４８
３なぎ（1962年） １４:２０～１５:４４

１１月１９日（火）、２７日（水）、１２月１３日（金）
作品名 上映時間

１出会い（1973年） １０:３０～１１:４５
２ 灯の橋（1974年） １３:００～１３:４８
３ 五月の肌着（1970年） １４:２０～１５:０８
４ 竜馬がゆく 第１６回（1968年）１５:４０～１６:２５

メディアパーク市川ベルホール
各回先着４６人
☎３２０‐３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
水木洋子邸（八幡５‐１７‐３）

☎３２０‐３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）
◆一般公開「水木洋子と女性作家たち」

１１月２３日（祝）・２４日（日）、１２月１４日（土）・
１５日（日）、いずれも午前１０時～午後４時
◆ミニイベント：電蓄コンサート「第九を聴く」

１１月２３日（祝）午後２時～３時
♦♦♦
岩絵具でオリジナル絵馬をつくろう

１２月７日（土）午後１時～４時
東山魁夷記念館、他
抽選で３０人※小学生は要保護者同

伴、未就学児は入場不可
高校生以上１,０００円、小・中学生５００円
往復はがきに参加者全員の必要事項（６

面上段参照）を書き、１１月２５日（月）必着で
東山魁夷記念館（〒２７２‐０８１３中山１‐１６‐２）

☎３３３‐２０１１同館
♦♦♦
東山魁夷記念館「特別展観覧料の割引」
１２月1日（日）まで特別展「東山魁夷 芸術
創生のあゆみ」を開催しています。１１月１９
日（火）からは第２章の後期展示がはじまり
ます。前期観覧券の提示で後期観覧料の
割り引きや特典があります。

☎３３３‐２０１１同館
♦♦♦
博物館友の会「拓本表装②」 掛軸とパネル作り

１２月１５日（日）午前１０時～午後３時３０分
歴史博物館
５,３００円
採拓作品、表装道具、カッター、雑巾、

弁当
はがき（１人１枚）に必要事項（６面上段参

照）を書き、１２月７日（土）まで（消印有効）に
歴史博物館（〒２７２‐０８３７堀之内２‐２７‐１）

☎０９０‐９２３１‐４３８３同会
（歴史博物館）

♦♦♦
博物館友の会見学会

「鎌倉歴史散歩・吾妻鏡の舞台を歩く・その３」
滑川沿いに中世の史跡を探訪します。※
雨天中止、徒歩距離７㎞

１２月１日（日）午前８時（ＪＲ市川駅改札
口集合）～午後０時３０分

抽選で１５人
６００円
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１１月２２日（金）まで（消印有効）に
歴史博物館（〒２７２‐０８３７堀之内２‐２７‐１）

☎０９０‐９２３１‐４３８３同会
（歴史博物館）

♦♦♦
八幡市民談話室
◆行徳写真同好会作品展

１１月２６日（火）～１２月１日（日）午前１０
時～午後５時※１１月２６日（火）は午後１時
から、１２月１日（日）は午後４時まで。
◆ガンバ作品展

１２月３日（火）～８日（日）午前１０時～午
後５時※１２月８日（日）は午後４時３０分まで

☎３００‐８０２０文化振興課
♦♦♦
飲み食べ歩きイベント「ALL市川バル」
飲んで食べて、仲間を作って、3,000円で４
軒はしご。この機会に、地元の魅力を知っ
てみませんか。

１1月28日（木）～30日（土）
市川・八幡・行徳エリアの飲食店
前売り券 3,000円、当日券 3,500円
☎377-1011市川商工会議所

（商工振興課）

１1月２2日（金）発売
市川フレッシュフェスティバル
２０１４年１月１３日（祝）１３:００開
演/文化会館大ホール/全席自
由５００円/３歳から入場可。未
就学児膝上鑑賞無料

１１月30日（土）発売
市川寄席
２０１４年３月２９日（土）１３:００

開演/文化会館ローズルーム/
全席自由１,３００円/出演＝古
今亭今輔、神田松之丞（講
談）、他/ １００円引き/

１2月9日（月）発売
市川市市民文化サポーター企画事
業チェンバロとフラウト・トラベルソ
の古楽器レクチャーコンサート
２０１４年３月１５日（土）１4:００開
演/文化会館ローズルーム/全

席自由５００円/出演＝菊池香苗
（フラウト・トラベルソ）、黒川文子
（チェンバロ）/

１2月13日（金）発売
行徳名人会 柳家小三治独演会
２０１４年３月９日

（日）１４:００開演/
行徳文化ホールＩ
＆Ｉ/全席指定 １
階席３,８００円 ２
階席３,５００円/
3００円引き/
発売初日は特別
電話☎393-7111またはイン
ターネットからのみの受け付け

好評発売中

文化会館
市川市文化振興財団第２６回

新人演奏家コンクール
受賞記念演奏会
１１月２３日（祝）１１:００開演/小
ホール/全席自由５００円/
市川寄席
１１月３０日（土）１4:００開演/
ローズルーム/全席自由１,３００
円/出演＝立川左談次/
クリスマスジャズコンサート
１２月１１日（水）１９:００開演/大
ホールホワイエ/出演＝椎名豊

（ピアノ）、他/全席自由 ２,０００
円/ ３００円引き/
青島広志とニューフィル千葉 クリ
スマスコンサート（クリニック付)
１２月１４日（土）１５:３５開演/小
ホール/曲目＝チャイコフスキー

「バレエ『くるみ割り人形』よ
り」、他/全席指定一般３,５００
円、 １,０００円/ 一般のみ
５００円引き/  

市川市市民サポーター
企画事業 いちかわ街かど
美術展 作品募集

申込期間11月30日（土）まで/
展示期間 2014年2月16日

（日）～23日（日）/展示室/
市内在住、在勤、在学の方/詳
しい出品方法はお問合せ下さ
い / 文 化 会 館 ☎ 3 7 9 -
5111、FAX370-0180

行徳文化ホールＩ＆Ｉ
ミュージカル落語 背中に輝く
大きな星 ～親子で大笑い!～
12月7日（土）14:00開演/全
席自由1,000円、 500円/
作・演出・出演=三遊亭亜郎
/3歳から入場可。未就学児膝
上無料。ただし保護者一人に
つき子ども1人まで。

20

ローズメンバーズ募集中。詳しくはWebサイト、またはお問い合わせください。

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

（公財）市川市文化振興財団公式
Webサイト「てこなどっとねっと」がリ
ニューアルしました。デザイン性も高
く、情報はダイレクトに、操作はシンプ
ルに。スマートフォンにも対応。公演
情報、施設利用情報の詳細はWeb
サイトをご覧ください。

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 市役所

JCN 市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

10：00 12：30
19:00 22：00

放送
時間

いちかわエフエム 83.0MHz
「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分～35分（5分間）クリーンセンター

11月16日（土）〜22日（金）

特集 動物園

11月23日（祝）〜29日（金）

特集 障害者施設

11月30日（土）〜12月6日（金）

特集
 〈広報広聴課〉
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１２月～平成２６年３月

ＩＳＧ国府台 冬の健康教室

往復はがき（１人１枚）に必要事項（６面上
段参照）、参加希望教室を第３希望まで書き、
１１月２１日（木）必着でＩＳＧ国府台健康教室

（〒２７２‐０８２７国府台１‐６‐４）※体育館事務所
の窓口及びＩＳＧクラブハウスにある申請書で
の申し込みも可（要返信用はがき）※１人１教
室のみ当選
抽選日 １１月２２日（金）※教室に余裕がある

場合は、１１月２５日（月）午前９時から電話予
約（先着順）を受け付けます。
参加費　当選通知を持参の上、１２月３日

（火）午後１時までにＩＳＧ国府台へ納付※事
前一括納付

☎３７１‐７８００ＩＳＧ国府台※電話と入金の
受け付けは月～土曜日午前９時～午後１時

　（スポーツ課）

教室名 定員 開催期日 時間 参加費
始めよう エアロビクス ６０ 毎週水曜日

全１４回
 ９:３０～１０:２０ ４,９００円

楽しもう エアロビクス ６０ １０:３０～１１:２０ ４,９００円
ハタヨガで 元気長生き ６０ 毎週水曜日

全１２回 １１:３０～１２:４５ ６,０００円
フィジカルストレッチ ５０ 毎週水曜日

全１４回
１１:００～１１:５０ ４,９００円

リズムウォーク&フットコンデ ５０ １２:００～１２:５０ ４,９００円
さわやか シルバー体操 ５０ 毎週木曜日

全１４回
 ９:００～９:５０ ５,６００円

はつらつ シルバー体操 ５０ １０:００～１０:５０ ５,６００円
ポールウォークでめざせ －１０歳 ３０ 第3・4木曜

全６回 １３:５０～１４:５０ ３，０００円
（ポールレンタル代１回１００円）

歌謡曲 ｄｅ 健康ビクス ５０ 毎週土曜日
全１４回

 ９:１５～１０:０５ ４,９００円
有酸素運動でリフレッシュ ５０ １０:１５～１１:０５ ４,９００円
チェアロビクスで骨盤運動 ５０ １１:１５～１２:３０ ７,０００円

♪新春議場コンサート♪
若手奏者による邦楽・
クラシック演奏会

　邦楽とクラシックのコラボレーションです。市議
会議場に響く、華やかな演奏をご堪能ください。

平成２６年１月６日（月）午後０時３０分開演
市議会議場
市内在住・在勤・在学の方、抽選で１９０人
往復はがき（１枚で２人まで）に全員の必要

事項（６面上段参照）を書き、１２月７日(土)必着
で文化振興財団議場コンサート担当（〒２７２-
００２５大和田１‐１‐５）

☎3７９‐５１１１文化振興財団
 （文化振興課）


